
◆何ができるようになるか（教科・科目の目標）

単元テスト・定期テスト 単元テスト・定期テスト 課題
小テスト・単元テスト パフォーマンステスト パフォーマンステスト

〇観点別学習状況の評価の組み合わせと評定

◆何で学ぶか（教材等） ◆どのように学ぶか（授業方法、学習方法）

【教科書】 Be English Logic and ExpressionⅠClear New Edition

【副教材】 ワークブック、単語帳、参考書等
【その他】 授業プリント
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評価方法

外国語
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得点率観点別学習状況の評価

１００～７０Ａ

①日常的・社会的な話題についての簡単な英語を読んだり聞いたりして、必要な情報を読み取ったり聞き取ったりしながら、
書き手・話し手の意図を把握したり、概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。

②日常的・社会的な話題について、情報や考え、気持ちなどを話したり書いたりしながら、論理性に注意して表現することが
できる。

観％ 知識・技能

評価規準

・文章を読み取ったり、聴き取ったりす
るために必要な言語材料を理解している
（知識）

・言語材料を活用しながら、日常的な話
題について読んだり聴いたりして、内容
を理解する技術を身につけている（技
能）

・日常的・社会的な話題に関するコミュ
ニケーションに必要な語句や文法など、
必要な情報について考えたり、判断する
ことができる（思考力・判断力）

・聴いたり読んだりしたことを活用し
て、自分の意見や考えを話したり書いた
りして表現することができる（表現力）

・日常的・社会的な話題に関するコミュ
ニケーションに必要な語句や文法など、
必要な情報について考えたり、判断しよ
うとしている

・聴いたり読んだりしたことを活用し
て、自分の意見や考えを話したり書いた
りして表現しようとしている

（科目名）

思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度

教科名 普通 科

論理・表現Ⅰ 単位数（週当たりの授業時数） 2 単位

履修学年 1 年 学科

○英語を使用して授業を進めます。授業中のやり取りもコミュ
ニケーションの大切な要素です。
○教科書で扱われる事項を元に、身近な話題や日常的・社会的
な話題について、自分で思考・判断・表現する機会を設け、そ
の内容や取り組みを評価します。
○ペアワークやグループ活動を通して、学ぶ姿勢も合わせて評
価します。



◆いつ、何を学ぶか（学習計画・内容）

テ

テ

テ

テ

評価方法

L1: Meeting People

L2: Holidays and Weekends

L3: Making Plans

L4: Experiences

L5: Study and Activities

L6: Food

L7: School Life

L8: Daily Life

L9: Buildings

andTransportation

５月

小テスト

単元テスト

小テスト

単元テスト

期末テスト

パフォーマンステス
ト

パフォーマンステス
ト

課題

パフォーマンス
テスト

課題

パフォーマンス
テスト

L10: The Future

L11: Staying Healthy

L12: Electrical Appliances

L13: Hobbies and Interests

L14: The World of Nature

L15: Trouble and Difficulties

L16: Inventions amd Discovery

L17: Career and Social Service

L18: Events and Customs

L19: Living Environment

L20: Social Problems

L21: Making a Wish

１月

２月

３月

７月

小テスト

単元テスト

学年末テスト

パフォーマンステス
ト

課題

パフォーマンス
テスト

小テスト

単元テスト

小テスト

単元テスト

小テスト

単元テスト

期末テスト

パフォーマンステス
ト

パフォーマンステス
ト

課題

パフォーマンス
テスト

課題

課題

パフォーマンス
テスト

３

学

期

２

学

期

１

学

期

主体的態度

８月

９月

10月

11月

12月

６月

思考・判断・表現知識・技能
時期 学習内容

４月


